

eSATA ブラケットの取り付け方法 

(パソコン内部のシリアル ATA ポートにち続ずる場合のみ) 


が下は、付属の eSATA ブラケットをパソコンに取り付け、パソコン内部のシリアル ATA コネ 
クタを eSATA コネクタに変換する手順の説明です。 

本製品を USB 接続する場合や、パソコンの eSATA コネクタに接続する場合、弊社製 eSATA 
インターフェースに接続する場合は、が下の作業は必要ありません。 



•作業を始める前に、パソコンと周辺機器の電源スイッチをずベて OFF にし、コンセントか 
ら電源を抜いてください。 


参パソコンの電源スイッチを OFF にした直後は、パソコン内部の部品に触らないでください。 

特に CPU や VGA チップは高温になっており、やけどをするおそれがあります。電源スイッ 
チを OFF にして30分が上経ってから作業することをおすすめしまず。 

•本製品に触る前にドアノブやアルミサッシなどの身近な金属に触れ、身体の静電気を除去 
してください。 

♦手順は、パソコンによって異なりまず、パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照 
してください。 

V- J 



パソコンー周辺機器の順に電源スイッチを OFF にし、電源ケーブルをコ 
ンセントから抜きまず。 

パソコン本体からケーブル類とカパーを取り外しまず。 

パソコン本体のマニュアルを参照してください。 


空いている PCI バススロット 
カバーを取り外しまず。 

PCI バススロットの位置は、パソ 
コン本体のマニユアルで確認して 
ください。 

取り外したネジは、 eSATA ブラケ 
ットを固定するときに使用しま 
す。紛失しないように注意してく 
ださい。 

PCI パススロツトカバーを取 
り外した場所に eSATA ブラ 
ケットを差し込みまず。 


手順@で取り外したネジで 
eSATA ブラケットを固定し 
まず。 


eSATA ブラケットのシリア 
ル ATA コネクタを、パソコ 
ン内部のシリアル ATA コネ 
クタに接続しまず。 

パソコン本体のマニュアルを参照 
してください。 





パソコン内部のシリアル ATA 
コネクタに接続します。 


パソコン本体にケーブル類とカバーを取り付けまず。 

パソコン本体のマニュアルを参照してください。 

電源ケーブルをコンセントに差し込みまず。 

が上で eSATA ブラケットの取り付けは完了でず。 




付属ソフトについて (WindowsXP/ 2000のみ) 


mm Windows Server 2003や Macintosh をお使いの場合、付属ソフトを使用できま 
せん。付属ソフトは、 WindowsXP/ 2000用でず。 

本製品には WindowsXP / 2000用の便利なソフトが付属しています。ソフトの詳細は、画面で 
見るマニュアル「付属ソフトの概要/お問合せ」を参照してください。「付属ソフトの概要/お 
問合せ」は、「画面で見るマニュアルについて」の手順で表示できます。 

ソフトによっては、インストール時にプロダクトキーが必要となります。プロダクトキー 
は、ユーティリティ CD に記載されていますので、ソフトのインス!ルを行う前にが下のス 
ぺースに記載してください。 


广プロダクトキー記入 欄- 

ユーテイリテイ CD に記載されているプロダクトキーをここに書き写してくださし、。 


r 


画面で見るマニュアルについて 


皆 




画面で見るマニュアルには、本製品の取り外しかたや Q & A 、 付属ソフトの概要など本紙に記 
載されていないことが記載されています。本紙とあわせて必ずお読みください。画面で見る 
マニュアルは、が下の手順で表示できます。 


■Windows 


画面で見るマニュアルは、が下の方法で表示できます。 

また、「マニュアル [HD-QSU2].pdf 」 、 「付属ソフトの概要. pdf 」 、 「BUFFALO 八ードデ 
ィスク Q & A 」 の3つの画面で見るマニュアルは、ユーティリティ CD をパソコンにセットす 
ると自動的にデスクトップにコピーされます。コピーが完了したら、表示したいマニュアル 
をダブルクリックしても表示できます。 



ユーティリティ CD をパソコンにセットしまず。 

※簡単セットアップが起動します。起動しないときは、ユーティリティ CD 内の 「 EasySetup . exe 」 を 
ダブルクリックしてください。 

[マニュアルを見る]を選択し、[開始]をクリックしまず。 


表示したいマニュアルを選択し、[開始]をクリックしまず。 

※画面で見るマニュアル （ PDF ファイル）を読むには 、 Acrobat Reader または Adobe 
Reader がインストールされている必要があります 。 Acrobat Reader は、簡単セット 
アップからインストールできます。 

《Acrobat Reader または Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。 
※画面上で見づらいときは、紙に印刷してお読みください。 


■ Macintosh 

ユーティリテイ CD 内の [ Mac ] フォルダにある 「 manual . pdf 」 を参照してくださし、。 


A 

を意 


本製品の紛失-盗難等には十分ごを意くだまい 

本製品の紛失-盗難-横領-詐取等により、第云者に個人情報が漏えいずる恐れがあり 
まず。個人情報が第兰者に漏えいしたために損害が生じた場合、弊社はその責任を負い 
かねまずのであらかじめご了承ください。 


バックアップをお勧めしまず 

万が一、本製品が故障したときに備え、バックアップを作成することをお勧めします。バックアッ 
プとは、他の八ードディスクなどに本製品のデータをコピーしておくことです。詳しくは、画面で 
見るマニュアル 「 HD - QSU 2/ R 日シリーズユーザーズマニュアル」を参照してください。 

なお、本製品を RAID 5 モードや RAID 1 モードでお使いの場合は、本製品内蔵の八ードディスクが1 
台故障してもデータを復旧できますが、2台が上同時に故障した場合はデータを復旧できません。 
そのため、大切なデータは、 RAID 日モードや RAID 1モードでお使いの場合であっても他の八ード 
ディスクなどにバックアップを作成することをお勧めします。 

八ードディスクの破棄-譲渡-交換-修理時のを意 

「削除」や「フォーマット」した八ードディスク上のデータは、完全には消去されていません。お 
客様が、廃棄•譲渡•交換•修理等を行ラ際に、八ードディスク上の重要なデータが流出するとい 
うトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、お客様の責任において 
消去することが非常に重要となります。 

万一、お客様の個人データが漏洩しトラブルが発生したとしましても、製社はその責任を負いかね 
ますのであらかじめご了承ください。 

付属の Acronis DriveCleanser を使用してデータを完全に消去する力、、専門業者に完全消去作業を依 
頼することをおすすめします。 

詳しくは、 http :// buffalo . melcoinc . co . jp / suppo け _ s / hddata.html をご覧 ください。 

※ソフトウェアを削除することなく八ードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセ 
ンス使用許諾契約違反になることがありますので、ごを意ください。 
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HD - QSU 2/ R 5 シリーズはじめにお読みください 

2006年10月30日初版発行発行株式会社バッファロー 


BUFFALO 


PY 00- 32149 - DM 10-01 [1-011 C 10-012 


お使いの OS によって手順が異なります。乂下の手順で行ってください。 


Windows 


セットアッププログラム「簡単セットアップ」に従って作業を行います。 


) 


Macintosh 


下の手順でパソコンに接続し、 RAID 設定ユーテイリテイをインストールします。 

0周辺機器（本製品を除く）ーパソコンの順に電源スイッチを ON にします。 

Q 電源ケーブルを本製品とコンセントに接続しまず。 

0電源スイッチを ON にしまず。 

Q USB ケーブルを本製品とパソコンに接続しまず。 


が上でステップ2は完了でず。 




デイスクトップにコピーした yfi ( RaidSe な ing ) は、 RAID 設定ユーテイリテ 
イの起動ファイルでず。このファイルをダブルクリックずることで、 RAID 設定 
の画面を表示できまず（ステップ 4 を参照）。 


0 


ユーテイリテイ CD の rMacl フォルダにある Lfjy ( RaidSetting ) をデ 
スクトップに]ピ-しまず。 ™ 


本製品を接続ずると「セットしたディスクに Mac 0 S X で読み込めないボリュー 
ムが含まれていまず J といラ内容の警告メッセージ（日本語と英語、または日本 
語のみ）が表示されることがありまず。日本語のメッセージでは[キャンセ 
ル]、英語のメッセージではに ancel ] をクリックしてください。 


パソコンに接続している周辺機器（本製品を除く）の電源スイッチをずべ 
て ON にしまず。その後、パソコン本体の電源スイッチを ON にしまず。 

起動中のアプリケーションを全て終了しまず。 

付属のユーテイリテイ CD をパソコンにセットしまず。 

簡単セットアップ（〇の画面）が起動します。簡単セットアップが起動しない場合 
は、ユーティリテイ CD 内の 「 EasySetup . exe 」 をダブルクリックしてください。 


•パソコンに CD - ROM ドライブがない場合は、弊社ホームページ 
( buffalo . jp ) からセットアップ用ユーティリティをダウンロードできまず。 
•ユーティリティ CD をパソコンにセットずると、画面で見るマニュアル (PDF 
ファイル）がデスクトツプにコピーされまず。 



■① [ HD - QSU 2/ R 5 シリーズのセット 
アップ]をクリックしまず。 


②[開始]をクリックしまず。 
が降は、画面の指示に従ってセットアップを行ってください。 


♦パソコンのコネクタに空きがないときは、使用していない機器を取り外して 
ください。簡単セットアップを起動した後は、付属のユーティリティ CD を入 
れた CD - ROM ドライブ（外付け）も取り外せまず（取り外しても簡単セッ 
トアップは動作しまず）。 

• 「次の新しいドライバを検索していまず（が下略） J というメッセージが表 
示されたときは、[キャンセル]をクリックして作業を続行してください。 
再起動後に、自動的にドライバがインス!ルされまず。 


が上でステップ2は完了でず。 


参 RAID の設定をずる場合 （ USB 接続のみ） 


P 2 


構築ずる RAID をミ夫ゆる 


参出荷時設定のままお使いになる場合 
P 3 


正しく動作しているか確認ずる 


へ進む 


へ進む 


的; R 5 多ではじめにぉ読みくださぃ 

このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してくださし、。 




パッケージの内容 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。なお、 
製品形状はイラストと異なる場合があります。 



パソコン内部のシリアル ATA コネクタを eSATA コネクタへ変換するブラケットです。 
お使いのパソコンに eSATA コネクタがない場合にお使いください。 

。ユーティ リテイ CD. 1枚 DUSB ケーブル . 1本 

□eSATA ケーブル . 1本 □電源ケーブル . 1本 

□3 ピン-2ピン変換コネクタ . 1個がはじめにお読みくだまい（本紙）…1枚 

□安全にお使いいただくたゆに必ずお守りくだまい…1枚 

※本製品を捆包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が印刷されて 
います。本製品の修理をご依頼いただく場合に必要となりますので、大切に保管してください。 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 



BT セットアップ前に確認ずる 

本製品には、乂下の制限事項があります。本製品のセットアップを行う前にご確認ください。 

• eSATA 接続では、 RAID を設定できません。 RAID を設定ずる 
場合は、 USB ケーブルで接続してください。 

• Macintosh をお使いの場合は、 USB ケーブルで接続してください 。 eSATA 
接続は、 Windows のみ対応でず。 

•パソコン内部のシリアル ATA ポートに接続ずる場合は、セットアップを行う 
前に、 「 eSATA ブラケットの取り付け方法 J ( P 4) を参照して eSATA ブラ 
ケットを取り付けてください。 

•本製品に 0 S をインストールずる場合は、画面で見るマニュアル 「 HD - QSU 2/ R 5 
シリーズユーザーズマニュアル J ( P 4) を参照してセットアップしてくだ 
さい （ eSATA 接続のみの対応でず）。が下の手順は、増設用八ードディスク 
として使用ずるときの手順でず。 

•3 P -2 P 変換コネクタを使って AC コンセントに接続ずる場合は、感電防止の 
ため、アース線は必ず接地してください。アース線は電源コードをつなぐ前 
に接続し、電源コードを抜いてから外してください。順序を守らないと感電 
の原因となりまず。アース線がコンセントや他の電極に接触しないよラにし 
てください。 



パソコンに接続して、 RAID 設定ユーテイリテイをインストールずる 
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構築ずる RA にを決ゆる 


RAID (レイド)とは、複数の八ードディスクを組み合わせて1台の八ードディスクに見立て、大容量 
八ードディスクとして使用したり、故障時の復旧を容易にしたりするシステムです。本製品は、4 
台の八ードディスクで RAID を構築できます。八ードディスクの組み合わせかたにより、 RAID レべ 
ルが決められています。本製品が対応している RAID レベルは、次のとおりです。 



■ RAIDS モード【出荷時設定/高速アクセスでき 、于一 
夕をま全に保存したい） 

データからパリティ（誤り訂正符号）を生成し、データとともに複数の八ードディスクに分散して 
記録します。どれか1つ八ードディスクが破損しても、八ードディスク交換により周りのデータと 
のパリティを比較し、データ復旧が可能です。 0 S 上からは、3台分の八ードディスクの容量しか認 
識されません。八ードディスクへのアクセス速度は、1台だけ使っている場合よりも高速です。 


•八ードディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： 750 GB (250 GBX 3) の八ードディスクとして認識します 
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データ 

②⑥ P 

データ 

③ P ⑧ 


⑤⑥⑦⑧ 

八ードディスク3台分の 

パリティ （P) を生 
成して保存。 

1台の八ードディス 




容量を使用でき、データ 

クが故障しても、パ 





も保護できる 

リティを比較してデ 



データ 



一夕復旧できる。 
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■ RAIDO モード【高速な大容量八ードディスクとして使用ずる） 

4台の八ードディスクを1台の大容量八ードディスクとして使う方法です。データを分散して4台の 
八ードディスクに同時記録するため、アクセス速度が向上します。 0 S からは4台の八ードディスク 
の容量を足した1台の大容量八ードディスクとして認識されます。 RAIDO モードでは、データを保 
護するしくみがありません。そのため、八ードディスクカ《1台でも故障したら、すべてのデータが 
読み出せなくなります。 


•八ードディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： lTB (250 GBx 4) のノ、ードディスクとして言忍震哉します 


S 夕 



■通常モード （4 台の八ードディスクとして使用ずる） 

RAID を構築しないで使用します。本製品は4台の八ードディスクとして認識され、それぞれに違う 
データを保をできます。 


•八ードディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： 250 G 目のノ、ードディスクを4台言忍震哉します 



4台の八ードディスクに 
個別にアク七スできる 


通常モードに設定した場合に eSATA 接続ずると、1台の八ードディスクしか認識せず、全て 
の容量を使用できません （HD-Q1.0TSU2/R5 の場合、 250GB しか認識しません）。 USB 
接続ずると、4台の八ードディスクを認識して、全ての容量を使用できまず。 


が 



RAID を構築ずる （ USB 接続のみ) 



♦ RAID を構築ずる時は、本製品一台のみを接続し、他の USB 機器は全て取り外しください。 

♦ RAID を構築ずると、本製品に保存されていたデータが全て消去されまず。 RAID の構築を 
行う前にバックアップを作成してください。 

参が下の手順は、 Windows 2000の画面を例に説明していまず。画面は、お使いの OS によつ 
て異なることがありまず。 

V _/ 
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■スパニングモード（大客量八ードディスクとして使用ずる） 

4台の八ードディスクを1台の大容量八ードディスクとして使う方法です。 OS からは4台の八ード 
ディスクの容量を足した1台の大容量八ードディスクとして認識されます。データを分散せずに保 
存するため、アクセス速度は通常と変わりません。スパニングモードでは、データを保護するしく 
みがありません。そのため、八ードディスクカリ台でも故障したら、すべてのデータが読み出せな 
くなります。 


•八ードディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合： lTB (250 GBx 4) の八ードディスクとして認識します 
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1^用できる。 
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■ RAID ! モード【自動的にバックアップを作巧し、 
データをま全に保巧したい） 

バックアップ用の八ードディスクに保存するデータのバックアップを作成することにより、データ 
を保護します。1台の八ードディスクが故障しても、バックアップ用の八ードディスクにあるデー 
夕を読み出すことができるため、そのまま使い続けることができます。また、故障した八ードディ 
スクを新しい八ードディスクに交換すれば、データを復旧できます。 OS 上からは、2台分の八ード 
ディスクの容量しか認識されません。八ードディスクへのアクセス速度は、1台だけ使っている場 
合とほぼ同じです。 


•八ードディスクの構成例 

HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合：己00 GB (2 己 0 GBx 2) の八ードディスクとして認識します 
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作ぶしてデータを保護 


プを作成。 f _ _ 

2台分の容量しか使 ぶ-、ぶ--- 

用でない。 I 


デー タ ) 

①②③④ 
⑥⑥⑦⑥I 




RAID 設定ユーティリティを起動しまず。 

Windows の場合は、[スタートト [ (すべての）プログラム]- [ BUFFALO ]-[ HD - QSU 2] 
一 [ RAID 設定ユーティリティ]を選択します。 

Macintosh をお使いの場合は、デスクトップに〕ピーした 
ックします。 


圓 


「 RaidSetting 」 をダブルクリ 



デイスウ«巧の設ミ 


「ディスウ巧巧を遥巧してください- 




XJ 


fr 湿をモード似 


吟を徊則のディスウとしてほ用する 

、スバニンヴモードの 


昨のホ容量ディスウとしてほ巧する 

广 RA の0モード(の 

|1をのス容き&音速ディスウとしてほおする 
广 RA の1モード (D 


f をの音信賴达ディスクとして棟巧する 

口 RA の5モード(封 
、 i1__ をの大客畳&音信採怯ディスウとして读巧す^ 


ぶへ(よ 」I 


[設定]一[ディスク構成の変更]を 
選択しまず。 



パスワードを設定している場合 
は、パスワードの入力画面が表示 
されまず。パスワードを入力し、 

次の手順へ進んでください。 

^- 


①構築ずる raid を選択しまず。 


②[次へ]をクリックしまず。 


フオーマツトずる形式を選択しまず （ WindowsXP / 2000のみ） 




「ディスク構成を変更ずると、ディスク内のデータは消去されまず。よ 
ろしいでずか？ J と表示されたら、[はい]をクリックしまず。 

「変更先ドライブの中のデータを再度確認してください。変更してよろ 
しいでずか？ J と表されたら、[はい]をクリックしまず。 

RAID の構築が始まります。 


( 2 ) 


右上へつづく 


fffk 「設定の変更が正常に終了しました。 J または、「動作モードを変更し 
ました。 J と表示されたら、 [ OK ] をクリックしまず。 

I が上で RAID の構築は完了でず。 



RAID5 モードや RAID1 モードで RAID を構築された場合、上の手順が完了ずると RAID の構 
築が始まりアクセスランプが赤色点滅しまず。アクセスランプが消灯ずるまで、本製品の 電 
源を OFF にしないでください。 RAID の構築には、 RAID5 モードの場合で 100GB あたり約 
12分 （HD-Q1.0TSU2/R5 の場合、約2時間）、 RAID1 モードの場合で1 00GB あたり25 
分 （HD-Q1.0TSU2/R5 の場合、約4時間）かかりまず。アクセスランプが消打したら、 
RAID の構築は完了でず。 

^Windows Server 2003や Macintosh をお使いの場合は、本製品をフォーマット（初期 
化）してください。フォーマットしないと、本製品を正常に認識でません。フォーマットの 
手順は、画面で見るマニュアル 「HD-QSU2/R5 シリーズユーザーズマニュアル J (P4) 

を参照してください。 



正しく動作しているか確認ずる 


が下の手順で、本製品が正常に動作しているか確認してくださし、。 


■ WindowsXP/Server 2003 

[スターり一[マイコンピュータ]の順にクリックします。マイコンピュータの 
「八ードディスクドライブ」にアイコン （ t ^ HD - QSU 2) が追加されてい 
ることを確認してください。 


■ Windows 2000 

デスクトップの[マイコンピユータ]をダブルクリックします。マイコンピユー 
夕にアイコン ((^ pHD - QSU 2) が追加されていることを確認してください。 


■Macintosh 

デスクトップに本製品のアイコン （ g ) が追加されていることを確認して 
ください。追加されていない場合は、本製品の電源を OFF にした後、再度 ON 
にしてください。確認後、本製品を Mac OS 拡張形式で初期化してください 
(ステップ 4 で初期化された場合は、ここで初期化する必要ありません）。 



Windows をお使いの方へ 

本製品を NTFS 形式でフォーマットずることをお勧めしまず （Windows Server 2003の場 
合は、必ずフォーマットしてくだまい）。 出荷時状態は、 FAT32 形式でフォーマットされてい 
ますのでそのままお使いになれまずが、 4GBJ^ 乂上のファイルを保存することができません。下 
に記載の 「DVD 作成やキヤプチヤを行う方へ （Windows のみ） J の手順で、本製品を NTFS 
形式でフォーマットすれば、 4GBJ^ 乂上のファイルも保存できるようになります （RAID 構築時 
に NTFS 形式でフォーマットした場合は、すでに NTFS 形式でフォーマットされています）。 

Macintosh をお使いの方へ 

必ず本製品を Mac OS 拡張形式で初期化してください （ステップ4で初期化された場合は、 
ここで初期化をずる必要ありません）。初期化の方法は、画面で見るマニュアル 
「HD-QSU2/R 日シリーズユーザーズマニュアル J (P4) を参照してください。 

\_ J 


♦RAID の設定により、認識ずる容量は異なりまず（出荷時状態は、 RAID5 モードに設定され 
ていまず）。詳しくは、「ステップ3構築ずる RAID を決める J をご覧ください。 

•USB 接続で通常モードに設定した場合、本製品のアイコンが4つ追加されまず。 




故障かなと思ったら（ランプ•ブザーの確認) 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能がありま 
す。故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 



アクセスランプの 
状態 

ブザー音 

本製品の状態 

- 

ピー.ピー.ピー 
(繰り返し鳴る） 

背面のファンが停止しています。本製品の電源を OFF にして、 
ファンにほこりがたまっていないか確認してください。ほこりを 
取り除いても解決しない場合は、ファンが故障している可能性が 
ありまず。弊社サポートセンターへご連絡ください。 

- 

レ。 

(連続して 
鳴り続ける） 

八ードディスクが非常に高温となっていまず。背面のファンが回 
転しているか確認してください。 

ファンが回転していない場合は、本製品の電源を OFF にして、 
ファンにほこりがたまっていないか確認してください。ほこりを 
取り除いても解決しない場合は、ファンが故障している可能性が 
あります。弊社サポートセンターへご連絡ください。 

ファンが回転している場合は、八ードディスクが故障している可 
能性がありまず。アクセスランプを確認し、八ードディスクの状 
態を確認してください。なお、どのアクセスランプも赤色点灯し 
ていない場合でも、八ードディスクが高温となっていまず。本製 
品の電源を OFF にして、1時間乂上待ってからお使いください。 

アクセスランプの 
いずれかが 
ホ色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って停止） 

点灯したランプの八ードディスクに異常があります。八ードディ 
スクを交換してください。交換しても解決しない場合は、八ード 
ディスクが正しく接続されているか確認してください。 

アクセスランプの 
いずれか 
(複数の場合も 
ありまず）が 
ホ色点滅 

(ピッピッピッ） 

リビルド（データ修復）中でず。 RAID 5 モードや RAID 1 モード 
で八ードディスクを交換した場合にこの状態となりまず。アクセ 
スランプが消灯ずるまで（リビルドが完了するまで）電源を OFF 
にしないでください（リビルド完了時に、「ピッピッピッ J とブ 
ザーが鳴りまず）。本製品内部でデータの移動を行っていまず。 
電源を OFF にずると、本製品が故障したり、データが破損•消失 
ずる恐れがありまず。 

リビルド中でもパソコンに接続して使用できまずが、データ転送 
速度が遅くなりまず。リビルド時間は、 RAIDS モードの場合で 
100 GB あたり約12分 （ HD - Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約2時 
間）、 RAID ! モードの場合で100 GB あたり約25分 （ HD - 
Q 1.0 TSU 2/ R 5 の場合、約4時間）かかりまず（パソコンに接続 
していない状態での目安でず）。 

全ての 

アクセスランプが 
ホ色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って停止） 

本製品を認識できません。本製品を USB で接続して RAID を構築 
してください。 


八ードディスクを交換まれる方へ 

•八ードディスクの交換は、画面で見るマニュアル 「HD-QSU2/R5 シリーズユーザーズマ 
ニュアル J (P4) の「メンテナンス J に記載の「八ードディスクの交換 J の手順で行って 
ください。また、画面で見るマニュアルに記載されている注意を必ずお守りください。 
♦交換ずる八ードディスクには、弊社製 HD-HQFB シリーズをお使いください。また、故障 
した八ードディスクと同じまたはそれが上の容量のものを使用してください。 

例： HD - Q 1.0 TSU 2/ R 己の場合、 HD - HQ 250 FB (250 GB ) をお使いください。 


DVD 作成やキヤプチヤを巧う方へ （ Windows のみ) 


Windows をお使いの場合、 NTFS 形式でフォーマットずることをお勧めしまず。 そのま 

まお使いになることもできますが、 4 GB が上のファイルを保存できません。 NTFS 形式 
でフォーマットすると、 4 G 目が上のファイルも保存できるようになります。 

※本製品にデータが保をされている場合は、が下の手順でフォーマットでません。画面 
で見るマニュアル 「HD-QSU2/R 日シリーズユーザーズマニュアル J (P 4) に記載 
の手順でフオーマットしてください。 


※が下は WindowsXP の画面を使って説明していまず。お使いの OS によって画面が異 
なることがありまず。 



パソコンにユーテイリテイ CD をセットしまず。 

「簡単セットアップ」が起動します。起動しない場合は、ユーティリティ CD の 
「 EasySetup . exe 」 をダブルクリックしてください。 



① 「NTFS でフオーマットずる J を 
選択しまず。 


②[開始]をクリックしまず。 


が降は、画面に従ってフォーマットしてください。 


♦本製品が正常に認識されない場合は、が下のことを確認してください。 

-本製品の電源は ON になっているか。 

- US 目ケーブルや eSATA ケーブル、電源ケーブルは正しく接続されているか。 

参本製品をパソコンから取り外すときは、画面で見る マニュアル 「 HD - QSU 2/ R 5 
シリーズユーザーズマニュアル J ( P 4) の「本製品の取り外し J に記載の手順 
で行ってください。 

( 3 ) 


r リビルド方法 （ RAID 5/ RAID 1 モードのみ) 


RAID 5 モードや RAID 1 モードでお使いの場合、本製品に内蔵された八ードディスクカ台故 
障しても元の状態に復旧（リビルド）することができます。 

元の状態に復旧するときは、が下の手順を行ってください。 


1 




•八ードディスクの交換は、画面で見るマニュアル 「HD-QSU2/R5 シリーズユーザーズマ 
ニュアル J (P4) の「メンテナンス J に記載の「八ードディスクの交換 J の手順で行って 
ください。また、画面で見るマニュアルに記載されている注意を必ずお守りください。 

♦交換ずる八ードディスクは、弊社製 HD-HQFB シリーズをお使いください。また、故障し 
た八ードディスクと同じまたはそれが上の容量のものを使用してください。 

参データの復旧には、 RAID5 モードでは100 GB あたり約12分 （HD-Q1.0TSU2/R5 の場 
合、約2時間）、 RAID1 モードでは100 GB あたり約25分 （HD-Q1.0TSU2/R5 の場合、 

約4時間）かかりまず。 

参 RAIDO モード、スパニングモード、通常モードでお使いの場合はデータを復旧できません。 

RAIDO モードやスパニングモードの場合、1台でも八ードディスクが故障すると本製品に保 
存した全てのデータが読み出せなくなります。通常モードの場合は、故障した八ードディ 
スクのデータが読み出せなくなります。 

V _ y 



八ードディスクを交換しまず。 

画面で見るマニュアル 「 HD - QSU 2/ R 日シリーズユーザーズマニュアル」 （ P 4) の「メ 
ンテナンス」に記載の「八ードディスクの交換」を参照して交換してください。 

パソコンに接続していないことを確認し、本製品の電源を ON にしまず。 

アクセスランプがホ色に点滅し、リビルドが始まります。アクセスランプが消灯するまで 
お待ちください。なお、 AUTO 電源切替スイッチを 「 AUTO 」 にしている場合は、リビル 
ドが完了すると自動的に本製品の電源力 《 OFF になります。 

アクセスランプが消灯したら、本製品をパソコンに接続しまず。 

本製品が認識され、元と同じ状態で使用できます。 

が上で完了でず。 



















































































































































































































